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この資料は、2013 年に刊行され

た「ファンドがひらいた世田谷

のまちづくり 20 年とこれから」

に掲載された情報の一部に、

2023 年に刊行された「世田谷の

まちづくりファンド 30 年の軌跡 

中間支援組織としての役割を展望

するために」の情報や 2025 年に

実施したアンケートの結果を加

筆して作成したものです。 



「世田谷まちづくりファンド」とは 

○'92年(平成4)、公益信託制度を用いて設けた基金。 

○区民の創意と工夫にあふれたまちづくりを促進し、

だれもが安心して暮らせる人間性豊かで魅力的な

まちを創造することを目的に、地域の発想に根ざ

した区民主体のまちづくり活動に対する助成事業

を行うものです。 

○(一財)世田谷トラストまちづくりの前身、(財)世田

谷区都市整備公社(委託者)がが資金を出し、三井住友

信託銀行(前中央三井信託銀行、受託者)がが事業を実施

しました。 

○当初、区民・企業・行政の三者からの寄付や資金

を合わせて大きく育ててゆく構想でした。 

○‘25 年(令和７)、第 33 回目の助成事業実施をもっ

て信託財産が消滅し、公益信託は終了しました。 

助成事業の運営について 

1)公開審査会方式による助成決定(写真左) 

選考プロセスの透明性を確保するため、公開の場

で運営委員と応募グループ間のやりとりに基づき、

助成先・金額を決定します。 

2)「学びあい育ちあう場」としての運営(写真中央) 

活動グループ相互の情報交換や学習の場、他グル

ープとのネットワーク形成の機会として、まちづ

くり交流会等を開催しています。 

3)市民サポーターによるファンド支援(写真右) 

「まちづくり広場」などの市民サポーターが参画し、

発表会・交流会などを企画・運営しました。公開審

査会の運営にも協力しています。 

運営委員(会)とは 

○運営委員会は、毎年の助成事業の進め方、助成先・

金額などを受託者に助言・勧告する主体です。 

○運営委員長は６代、委員は 33 年間で全 75 人。 

○各分野の専門家や活動者などから構成され、過去

にファンドの助成を受けた「卒業生」も、世田谷区

の都市整備政策部長も一員です。 

 

  

1.公益信託世田谷まちづくりファンドの基礎知識 

 

公益信託世田谷まちづくりファンド助成事業のひとコマ 

が が が が  
公開審査会           まちづくり交流会      が が 運営協力する市民サポーター 
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助成実績 

‘92(平成 4)のコンペ企画、‘93’（平成 5）～‘25 年

（令和 7）の全 33 回のファンド応募件数をあわせる

と、延べ 1,175 件であり、助成件数は 952 件、助成

金総額は 2 億 6,950 万円でした。また、助成グルー

プは、延べ 474 グループとなりました。 

 

審査部門の概要と推移 

ファンドが設立される前段階に「まちづくりコン

クール」活動企画コンペが実施されており、これを

含めると 11 の審査部門が展開されました。 

運営委員会では、よりよいファンドの活用、その時々

の社会課題やニーズについて提議され、部門の設定

のほか、運営に関する議論が常に進められてきまし

た。「まちづくり活動部門」や「はじめの一歩部門」

といった基本となる応募部門のほか、各時期におけ

るテーマ設定はその時代の問題・関心を反映してい

ます。 

 

 

直近の主な 4部門を紹介します。 

1)はじめの一歩部門 

書類審査により決定する、これからまちづくり

活動の一歩を踏み出そうとしているグループの活

動への助成です。まちづくりへの挑戦の敷居を下

げる部門として、‘96 年（平成8）から開始しました。 

2)まちづくり活動部門 

当初から現在まで続く部門です。地域の住みよ

い環境をめざす住民グループのさまざまなまちづ

くり活動に対して、基本的に 3 回までの応募が可

能で、審査は公開型で行われています。連続して助

成を受けることが多くありますが、小休止後に活

用する例もあります。'20-21 年（令和 2-3）はコ

ロナ禍での特別措置として 4 回目の助成を可能と

しました。助成後、まちを元気にする拠点づくり

部門、災害対策復興まちづくり部門、キラ星応援

コミュニティ部門を活用したグループもいました。 

3)U23 チャレンジ部門 

若い人たちのまちづくりへの参画を応援する部

門として、‘12 年が（平成 24）に 10 代まちづくり部

門として創設されました。’19 年（平成 31）に改

編し、書類審査方式というチャレンジしやすい環

境を整えました。 

4)つながりラボ部門 

‘21-’24 年が（令和 3-6）実施した部門です。コロ

ナ禍をはじめとした社会状況の変化に対応して、

拠点を所有する団体が他のグループ等と協働し、

世田谷のまちや暮らしの課題を解決したり、新た

な価値を創造しようとする実験的な活動を対象と

するものです。暮らしに根差した視点と柔軟性、

地域のつながりを活かした機動力をもって、問題

解決を実験的に進める応用力に期待した部門です。

コロナ禍での経済的に困窮する方々への支援とし

てフードバンクに連携協力する団体もありました。 

 

2.世田谷まちづくりファンドの助成実績 

年度

1992
(活動企画
コンペ実施）

1993

1996

2002

2006

2012

2014

2019

2021

'21～24年度

つながり
ラボ部門

2025

'96年度～

はじめの
一歩部門

'93-01年度

まちづくり
交流部門

'93-05年度

まちづくり
ハウス部門

'93年度～

まちづくり
活動部門

'14-20年度

キラ星応援
コミュニティ

部門

'19年度改編

U２３
チャレンジ

部門

部門構成

公益信託世田谷まちづくりファンド設立　1992.12.1

'02-10年度

特別部門

'12年度～

１０代
まちづくり

部門

'12～15年度

災害対策・
復興まちづ
くり部門

'06-13年度

まちを元気に

する拠点
づくり部門
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毎年の助成状況・部門毎の応募実績 

各年度の応募件数は、平均で毎年 34 件、助成成立

件数は 28 件、採用率は 81％でした。新規は、毎年

平均 13.9 程度のグループの応募がありました。毎年

の応募状況・助成状況には幅があります。 

〇助成件数が大きく減少した３回とその改善策 

’94 年が（平成６）時は応募の敷居を下げる「はじめの

一歩部門」の創設、‘04 年（平成 16）は「運営委員

が地域へ出向いて行う応募説明会の開催」により盛

り返しました。‘20 年が（令和 2）はコロナ禍で創設以

来の中止の可能性もありながら、秋にオンラインで

公開審査会を開催しました。「つながりラボ部門」の

創設や、まちづくり活動部門 4 回目助成（’21-22）

を可能にしたことで、翌年助成件数は倍増しました。 

 

 

 

〇助成グループの活動展開を支える部門 

ファンドは、が「はじめの一歩部門」、が「まちづくり活

動部門」をスタートアップ部門とすると、その後の

活動の自立や事業的な展開を支える部門も、地域社

会のニーズやあるべき姿を考えながら設定されまし

た。「活動の経緯や取り組みをまとめ公表する」（特

別部門：ネット文庫部門）、が「拠点を持つが・整備する」

（まちを元気にする拠点部門）、「活動の持続・事業

性等に取り組む」（キラ星応援コミュニティ部門）、

「拠点があることならではのポテンシャルを発揮す

る」（つながりラボ部門）です。助成グループは、そ

の時々に設定される部門を活かし、可能性を伸ばし

てくことにもなりました。 

 

―助成グループによる部門活用― 

●最大は 5部門活用（１グループ） 

●４部門活用（２グループ） 

●３部門活用（６グループ） 
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ファンドの財産推移 

 ‘96 年が（平成））までは信託金の上積みにより急増

してゆき、以降は少しずつ増加しました。'08 年が（平

成 20）、従来基金の財産額は 1 億 3,900 万円と最大

になります。ハード整備用資金として(財)民間都市

開発推進機構から拠出された資金を含むと、財産総

額の最大値は'05 年が（平成 17）の 1億 8,770 万円で

した。'09 年が（平成 21）以降は減少し始め'11 年が（平

成 23）には大幅に減少しました。低金利による財産

運用収入の停滞、事務費の増加、寄付金の減少とと

もに、区の財政難により追加分の信託金が‘11 年に

なくなり、以降は財産を使い切るまで続けることに

なりました。 

 

 

ファンドへの寄付 

当初ファンドは寄付を集めながら、基金を大きく

育てていく構想を持っていました。スタート時はチ

ャリティコンサート開催などの積極的な寄付集めの

取り組みが行われ、毎年200万円を超えていました。

また’02-‘03 年が（平成 14-15）には、特別部門で「フ

ァンドへの資金集めの企画とその実験」をテーマ提

起するほか、寄付拡充についての検討は進めていま

したが、減少していきました。 

 

 

 

 

 

 

 

3.世田谷まちづくりファンドの財産推移 

（財）民都機構出資分含む 

信託財産額 

最大:1 億 8,770 万円 (千円) 

従来分のみ 

最大:1 億 3,900 万円 
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活動グループの学びあい・情報交換の場 

ファンドでは、スタート時より中間発表会・最終

活動発表会を設定していました。助成グループは他

のまちづくり活動グループとの情報交換を通じて、

関係づくりを進めることや、他の活動方法を知るこ

とにより今後の活動をより充実してもらおうという

のがねらいです。 

中間活動発表会は、’11 年（平成 23）より「まち

づくり交流会」へ変更し、毎年テーマを設定したオ

ープンな交流の場を設けています。 

さらに、初めて助成を受けるグループを主な対象

にした「ウェルカム懇親会」を‘07 年（平成 19）よ

り開始しました。助成決定直後にファンド関係者や

助成グループ同士の懇談の場を設けることで、活動

を進めるための人や情報とつながるきっかけをつく

っています。現在も「はじめまして交流会」として継

続しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.中間活動発表会・まちづくり交流会・最終活動発表会 

 

まちづくり交流会　テーマ一覧

2011 （H23) 活動への共感の輪を広げるために（プロボノから学ぶ）

2012 （H24) 社会起業とまちづくり

2013 （H25) インターネットを活用し、人々の共感を得て資金を集めるクラウドファンディング

2014 （H26) フューチャーセッションで世田谷のまちづくりの未来を考える

2015 （H27) ワカモノが発想する地域デザイン

2016 （H28) コラボレーションが生み出す可能性

2017 （H29) 活動の”つながり”をひもとく

2018 （H30) わかりやすく伝えるために整理する

2019 （R1) はじめましてをデザインする

2020 （R2) [オンライン] 今みんなで話す　変化したこと・しないこと

2021 （R3) [オンライン] 話そう　活動の「今」と「これから」

2022 （R4) 自分たちの活動の中にある可能性を探る

2023 （R5) 団体の経験やノウハウを共有し合う

2024 （R6) 共創と私たちの可能性

2025 （R7) 活動の魅力を再発見しよう！～気づかないのはモッタイナイ～

年度

06 



 
 

ここでのテーマは、ファンド 20 周年記念誌「ファン

ドがひらいた世田谷のまちづくり～20 年とこれか

ら」で行った、助成グループの活動テーマ分類を元

に、その後’12-25 年（平成 24-令和７）のグループ

の分類と比較したものです。比較が大きい 4 つの活

動テーマの近年の特徴をみてみます。 

②子育て、子どもの居場所づくり等の活動 

同じ子育てがテーマでもグループ独自の視点に

よる語らいの場や地域との接点づくりのほか、親

子の関係性に着目した取り組みなどがあります。

空き家や自宅を活用した居場所づくり、小学校を

起点とする環境学習や遊び場づくり、世田谷の自

然環境を活かした活動などが見られます。 

⑫まちの活性化や商店街等の振興・PR 等の活動 

住民主体のまちづくりとして、まちの変化やま

ちの賑わいに、地元商店街や町会・自治会・大学

などとつながりながら、地域の住民独自のアプロ

ーチによる活動が増えたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⑮中高生及び若者の居場所づくりの活動 

対象を若者に限定した部門を設定したことで、

世田谷のまちでのチャレンジの後押しになったほ

か、まちづくり活動部門でも、大学生の研究や自

主的な取り組みが増えたことも関連があると考

えられます。 
 

⑲その他の活動 

20 周年時の分類にはなかったものとして、例え

ば外国人を対象とした活動も、文化交流に限らず、

暮らしの悩みの語らいの場など在住外国人の課

題に関する活動が見られます。また当事者自らが

社会課題に向き合うものとして、生きづらさを抱

える当事者自らの居場所づくり活動があります。

そのほかにも、多世代や多様性（ごちゃまぜ）、ジ

ェンダー問題、身近な暮らしの困りごとの解決へ

の取り組みなど、社会を反映した取り組みも見ら

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５.助成グループの活動テーマ 

 

① みずやみどり（生き物含む）等 
学習・保全・活用等の活動 

② 育て、子どもの居場所づくり等の活動
（小学生まで） 

③ 文化・芸術系・メディア・情報発信等に関
する活動 

④ 地域の拠点づくりの活動（公共施設の
活用も含む） 

⑤ まちづくり活動支援や交流ネットワーク
形成をめざす活動 

⑥ 地区まちづくり及びまちの発見や愛着

を高める活動 

⑦ 高齢者対象の社会参加や福祉まちづく
り活動 

⑧ 花づくりや環境美化の活動 
 

⑨ 障害者や病人等が対象の社会参加や福
祉まちづくり活動 

⑩ エコロジー・リサイクル・エネルギー・公
害等の環境活動 

⑪ 歴史文化をいかしたまちづくりや地域
風景資産の保全活動 

⑫ まちの活性化や商店街等の振興や PR
等 

⑬ 住まいづくりや住まい方に関わる活動
の活動 

⑭ 道路・駅・緑道等の道路交通や交通安全
に関する活動 

⑮ 中高生及び若者の居場所づくりの活動 
 

⑯ 農と食育に関わる活動 
 

⑰ 防災・防犯等の安全・安心のまちづくり
活動 

⑱ 地域の医療・保健・健康・スポーツ等に
関わる活動 

⑲ その他の活動 

テーマ分類 助成グループ割合 
’92-25 年（N＝474G） 

‘92-‘11 年(N＝259G) 

‘12-‘25 年(N＝215G) 

割合比較 
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活動継続状況（2025.12 時点） 

全 474 グループのうち、助成後も活動を続けてい

るのは、45%です。さらに細かく見ていくと、ファン

ド 20 周年の調査時点での対象グループ 276 のうち

34％、2013 年以降の対象グループ 198 のうち 60％

が継続していると思われます。 

 

調査方法 

１． Web リサーチ 

対象グループの 1 年間の動向をホームページ、SNS、

NPO法人ポータルサイト、世田谷区サイト等で検索 

２． Web アンケート 

全助成グループのうち、2012 年調査時に継続してい

る団体及び 2013～2024 年の助成団体へ依頼 

３． 口コミ 

 

組織形態別活動状況 

ファンドは区民の創意と工夫にあふれ、地域の発

想に根ざした区民主体のまちづくり活動に対する助

成であるため、応募グループは任意団体での活動が

多くを占めています。2025 年調査では、任意団体の

継続率は 42％でした。これは活動状況が不明である

ものも多いためです。ＮＰＯ法人を含めた法人での

申請はファンド全体の 6％（31Ｇ）となっており、

法人の継続率は 90％でした。 

 

助成中・助成後の法人化 

助成中または助成後に法人化したグループは 45。

その 89％が継続しています。近年の傾向として一般

社団法人化も増えています。株式会社、有限会社は、

ファンド初期の活動部門やハウス部門からの法人化

によるものです。 

 

法人化とファンド活用のタイミング 

助成中・助成後に法人化した 45 グループのうち、

応募から 5 年以内の法人化が 29 グループ（64％）

でした。法人としての応募 31 グループは、初回応募

時点での法人歴 5 年以内が 21 グループ（67％）で

した。ファンドが法人化前後の比較的早い時期に活

用されていることが見えます。キラ星部門は、助成

中の法人化 3 件を含めて、部門助成団体 12 のうち

法人は 9団体になりました。 

活動の継続のしかたはさまざま 

継続するグループは、そのまま任意団体として続

ける場合、あるいは個人の活動になっていく場合が

あり、10 年という活動期間を経て NPO 法人化する

例もあります。また、NPO 法人を解散後、任意団体

として活動を続けグループもいました。当然と言え

ば当然ですが、活動の内容、メンバーの状況、施策

との連携状況等を含めて、自分たちらしい活動体制

をとっているということがファンド助成グループの

その後から見ることができます。 

継続G 継続率

企画コンペ-第20回
（1992-2012）

276 95 34.4%

第21回-33回
(2013-2025）

198 119 60.1%

計 474 214 45.1%

助成G

応募時の
形態

継続率

任意団体のまま継続 146

法人化して継続 40

活動休止・終了・不明 257 58%

法人を継続 26

法人を解散して継続 2

法人解散・終了・不明 3 10%

法人
（31）

90%

42%

2025調査時点

任意団体
（443）

継続
解散
不明

継続率

①NPO法人 29 24 5

②一般社団法人 9 9 0

③一般財団法人 1 1 0

④社会福祉法人 1 1 0

⑤株式会社 4 4 0

⑥有限会社 1 1 0

計 45 40 5 88.9%

助成中・助成後の
法人化分類

（2025年時点）

法人化後の継続状況

６.助成後の活動グループは？ 

08 



助成金を活用したことによる活動成果 

 

 

活動状況と終了理由 

 

回答グループの 78％は、活動を継続しています。活

動を終了したグループの最大の理由は「目的が達成

された」というものです。プロジェクトを通じてあ

る程度の成果を出すことができた、具体的な次のア

クションにつなげることができたという回答もあり

ました。そのほかにも、活動拠点の契約終了のため

活動も終了した、代表者が多忙のため休止中などの

回答がありました。 

活動を継続したことによる成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

「計画通りに活動できた」、「活動が定着し

た」、「地域の憩い・交流の場を創出できた」、

「他団体とのネットワーク構築につながっ

た」という意見が続きました。 

 

活動を継続したことにより、「活動が定着

した」、「地域の憩い・交流の場を創出でき

た」、「新たなチャレンジができた」、「他団体

とのネットワーク構築ができた」を成果と

してあげています。 

７.web アンケートから見るグループの活動成果と課題 

web アンケートの実施 

実施期間：2025 年 12 月 25 日-2026 年 1 月 25 日 

対象グループ：2012 年調査時の継続グループ（156）及び 2013～2024 年助成グループ（173） 

回答数：45（回答率が 13.7%） 
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活動を継続していく上での課題や悩み 

 

課題や悩みの多くは、人材に関すること。高齢化・

新規メンバーが増えない・世代交代が出来ていない

をあわせると半数以上のグループがいずれかに回答

しています。 

人材の悩みは、コアメンバーの多忙な状況、現在

の事業を進める上でのマンパワー不足、PR に手が

回らないなどの課題、それを補う資金に関する課題

などに関連づけられるようにも思われます。 

人材に関する課題は 20th 調査時も最大の悩みと

して出ており、活動を進める上で、新たな関わりや

共感をどのようにつくっていくかが活動継続の上で

の課題として見えています。 

自由記述では以下の意見がありました。 

〇組織運営において、複数の事業や多様なスタッフ

の連携や情報共有に努め、現場を支える事務局体制

を心がけている 

〇目ざしたいことやその可能性は見えてるが、どう

やって形（仕組みや制度）にしていくか 

〇スペシャリストの高齢化に伴う後継者不足で水準

の維持が難しそう 

〇高齢化により活動継続が困難になる一方で、若い

人たちは、既存グループへの所属よりも自分たちの

やり方でやりたいのではないか 

〇新たな人を巻き込み活発化するのも考えたが、実

現するのは難しい 

 

 

 

ファンド以外の助成金の活用 

アンケート回答の 64％（29G）が活用しており、

うち世田谷区の助成・補助事業活用しているのは、

は 69%（20G）でした。 

ファンド助成グループが利用した世田谷区の助

成・補助事業は以下となりました。 

 

 

世田谷区の助成・補助事業以外では、ボランティ

ア基金ゆめ応援ファンド、東急子ども応援プログラ

ム、キリン福祉財団、西武信用金庫助成、コープみ

らい財団などの助成のほか、クラウドファンディン

グの活用事例もありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助成・補助事業

地域の絆 補助金

子ども基金

提案型協働事業（終了）

らぷらす 区民企画協働事業

おでかけひろば事業

子どもの学び場運営スタートアップ事業

高齢者社会参加促進支援補助事業

せたがやクラファン！チャレンジ

歳末たすけあい・地域支えあい募金
（赤い羽根共同募金）

空き家等地域貢献活用助成事業

グリーフサポート事業
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世田谷区政・施策とのつながり 

世田谷区とのつながりがあると回答したグループ

は全体の 60％（27G）でした。子育メッセ（11G）

や生涯現役ネットワーク(3G)など多様な活動団体

と連携したイベントや会議体への参加、地域風景資

産を守り育てる風景づくり活動団体(9Ｇ)のほか、協

定締結、協働プロジェクト、事業受託など。具体例

は以下のとおりです。回答グループを見ても区政・

施策への多様な関わりがあり、施策を進めるパート

ナーとなっていることがわかります。 

行政との今後の関係づくり 

行政とは、既に関係が出来ており維持していきた

い(23G)、新たな関係をつくりたい（20G）となって

います。既存の関係についても、自由記述では、が「相

互理解を深めることや双方の認識をすり合わせて改

善していく必要性がある」、「自分たちらしさを発揮

するために行政職員個人との関係を大事にしたい」、

「多様な困り事を抱える女性への中期的支援の必要

性から複数部署との連携協働を具体化していきたい」

という一方で、が「委託で縛られるのは…」という意見

もありました。 

大学企業等とのつながり 

 

 

 

 

 

 

〇協定締結による活動 

緑地の保全活用、屋外の遊び場づくり、環境（生物）調査、区立小中学校の樹木剪定 

〇協働プロジェクトの実施 

外遊び事業、コミュニティデザインと賑わいづくり事業、再開発にあわせたまちづくり会議への協力、

プレーパークの施設整備、男女共同参画の取り組み協力、高齢者の食事に関する活動連携ほか 

〇テーマ別会議への参加・提言 

福祉、自然、リサイクル等、世田谷区の施策に関連する会議体への参加・出席や提言 

〇事業の受託 

おでかけひろば事業、プレーパーク事業、住民参加型公園計画・整備プランづくり、住民主体型デイサ

ービス、行政職員研修ほか 

大学や企業等とは既に関係ができており、維持したい（29G）、今後つくりたい（11G）でした。が「行政

の枠にとらわれない柔軟な活動を持続していくために企業理解を深めることや大学との連携協働にもチ

ャレンジしたい」という意見や、「大学とのつながりを持続するのは難しい」という意見もありました。 
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ファンドを受けての感想 

資金支援によって活動を発展させることができた、

助成グループであることを表明することで信用が得

られたという意見のほか、他団体との交流・つなが

りができたという意見が続きました。助成グループ

には学びあい、交流する場に参加必須という条件を

つけており、結果的に他団体との関係づくりにつな

がっていることもファンドの特徴と言えます。 

以下は自由記入でいただいた意見となります。 

 

公開審査会について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・面倒だと思ったこともあるが、公開審査で運営委員や他団体の方々に認められたことで自信を持つこ

とができた。 

・公開の場で自分たちのビジョンをプレゼンし、助成いただく形で周囲から期待されるというのはとて

も得難い経験。 

・第三者にプレゼンをするという機会を得て、「自分たちはどうしたいか？」「どう進めていけばいいの

か？」を仲間たちと話し合い、具現化することができた。成果を冊子にして、地域のみなさんへ周知を

行い、仲間の輪を広げることができた。 

・他の活動を知ることで視野が広がった。 

・みんなで参加し、チーム感が出たのを覚えている。ドキドキした。 

・発表時間は短かったが、概ね丁寧に対応してもらった。 

・審査の透明性が印象的。 

・世代もジャンルも幅広く、いろんな意味で多様で面白い、そしてアットホームなコミュニティ。今ど

き模造紙でのプレゼンテーションと思いつつ、それが続くと楽しいなとも思う。 

・区が実施している他の補助金の審査に比べると非常にオープンで納得できる。 

〈こんなご意見も〉 

・公開審査の準備、模造紙に書くなど、膨大な時間を割き抵抗感じた。 

・プレゼンの模造紙はパワポにしてもらいたい。 

・審査会でのデジタル機器活用を進めたほうが良かったのでは。アナログなことでかえって門戸を狭め

てしまったような気がする。 

・公開審査会の拘束時間が長い。 

・が（ポスターセッション時）誰も来なかった。横のつながりがある人たちの会話が横行してて不快だっ

た。 

８.web アンケートから見るファンドへの感想 

12 



 

 

 

事前応募相談について 

  

運営委員について 

 

交流会について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事前相談に乗ってもらい、自分たちの進むべき道がよりクリアに見えるようになった。 

・助成金申請のほか、事業そのものについてのアドバイスも頂けたことがとてもありがたかった。 

〈こんなご意見も〉 

・事前相談は 1on1 での対応いただいているだが、別途、複数団体と事務局が集まる対談・相談会のよ

うな場もあると、団体の視野が広がりより参考にできる部分があるかも。 

・難しいかもしれないが、運営委員の方にも事前相談の時から参加していただけると、より多角的な意

見が聞けて良いと思う。 

・厳しい審査、優しい審査、厳しくも優しい応援のまなざしを覚えています。 

・運営委員がどのような経緯で選ばれたのか事前情報としてわかるとよい。 

〈こんなご意見も〉 

・言葉がきつかった。 

・世田谷でのネットワークが広がった。色々な団体に出会い、大きな刺激を受けた。団体としての活動

は終了したが、この経験は別のプロジェクトや仕事にも活かすことができる。 

・横のつながりをつくる機会があると、コラボできることもあるし、何か一緒にやらなくても同じよう

に地域で頑張る仲間と出会うことで情報や勇気を与え合うことができる。 

・他の助成グループのサポートにつながった。 

・色々な団体を知ることができた。他団体との関係が拡がった。 

・区内の団体、運営委員との出会いに感謝。 

・課題認識を共有できたことが有意義だった。 

・交流会の実施は大いに評価できる。 

〈こんなご意見も〉 

・発言の場が多く、日程調整が大変だった。 

・審査が厳格で質が高いわりには、交流会は内輪受けな雰囲気で質が今ひとつ。交流会に疑問をもち、

応募を見送った。 

・自立に向けての連携として他団体というより企業や大学との連携を強めたい。 

・交流会は、中間報告的なことをしつつ、それをネタにした交流会もありうるのではないか。 

・交流の機会を色々設けても良いかも。（活動のヒントになるような勉強会を定期的に開くとか） 

・活動の振返りやワークショップでのファシリテーションスキルやノウハウ共有の機会があると、団体

の取組みを整理・言語化しやすくなり、活動の意義を再認識することで活動に広がりが生まれるのでは。 
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助成を受けての感想 

 

助成事業への要望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資金を受けて、財政的に安定すると、広報など活動がしやすくなる。 

・専門家からは難しいと言われたがチャレンジできた。結果的に良かったのかは自問しているが、生き

ものが答えを出してくれると思っている。 

・あと回しになっていたことが計画的に実行でき、その後にもつながった。 

・志を同じくする仲間とわいわい活動できて楽しかった。 

・資金をうけて拠点をもつことができた。 

・助成を活用したことによる信頼で、自信を持って活動できた事は大きかった。少ないメンバーだが、

できる事を無理なく続けていきたい。 

・ワークショップを重ねる毎に現実味ができ行政と協働で進める方向も出、目標に達することができた。 

・他事例の見学を行政職員と行うことで良いイメージを共有しながら、河川敷や樹木の保全につなげる

ことができた。流域治水やグリーンインフラの取組を後押しすることにもつながったと思っている。 

・地域で活動することの意義やお金をもらうことの大変さを体験できた。 

・まちづくりセンターの会議室が利用でき役立っている。 

〈こんなご意見も〉 

・かかった時間と金額を考えると自腹を切っても良かったように思えた。 

・反対運動のような偏見を持たれがちなことが難しい点だった。 

・人件費に使えると良い。 

・少額でも良いのでもう少し長い期間助成していただけたら。 

・助成金をどう活かしていくかはその年の結果次第。最初はある程度大きなことができても、自分たち

で経済を回す体制を整えなければ、継続できない現実がある。活動から事業へステップをあげるしくみ

があると、大きな夢が実現できるのではないかと考える。 

・活動の内容によって部門分けすることもありなのでは。 

・行政に批判的なグループも活動としての評価が高い場合はひろうような制度にしてほしい。 

・十分応援してもらった。 

〈こんなご意見も〉 

・報告書等が慣れず負担感がある。 

・助成金以上に活動が発展したのでやりくりが大変だった。 

・宣伝費用に活用したが、その効果が得られない思いが残った。 
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伴走支援について 

 

活動を支える助成事業を続けて欲しい！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・キラ星部門（P4 部門一覧参照）のメンターとの出会いに助けられ、感情に流されずブレない軸をも

つことの大切さを学んだ。 

〈こんなご意見も〉 

・キラ星部門の伴走者の人選やタッグの組み方や組み合わせ方がもっと明確になったら良かった。 

・キラ星部門の応援して下さる方の選択は何を基準にしてどういうシステムなのかが最後までわからな

かった。 

・卒業グループからのヘルプやサポートが加わると、初心者グループは心強いかも。 

・ラボ部門助成団体を中心に、伴走支援役を担うことで、地域全体の支援力やつながりの醸成が図れる

のではないか。 

・ステップアップしたい団体には区民サポーターによる伴走支援があっても良いのかも 

・手間をかけたフェアな審査、事前相談や伴走支援、資金使途の範囲が狭すぎないことが市民活動を始

める団体には適切。 

・スタート時から助成を受けたことで、市民がまちづくり、ひいては社会問題解決や社会参加の促進、

よき社会づくりの担い手にだれもがなれると思えた。チャレンジする勇気や後押しをいただいたおかげ

で 17 年目になり、今も継続している。 

・挑戦できたこと、応援してもらったこと、自分たちだけだけではないという支えになったこと、活動

の励みになってうれしかった。 

・自分がやりたいという強い意志を実現する方法を学び、学ぶ場とつながることの喜びを教わった。 

・目に見えた成果はでにくいかと思うが、まちづくりにおいてめちゃくちゃ意義のある助成活動だった。

現在も活動継続している。 

・ゼロから活動を後押ししてくれるありがたい制度。 

・希望を与え、動くことで次の展開やつながりを生んでいくこの助成に感謝。生きのびた活動は新しい

担い手へとつながっている。 

・必ずお金について質問されるが、ファンドという制度で活動できていることを必ず伝えている。全国

全ての地域にファンドのような住民主体の活動を支援する制度があるわけではないので、行政などが活

動や団体を支えるしくみがどの地域にもあるといい。 

・キラ星部門もラボ部門も予算の使い方がガチガチに決められていたわけではないので、偶発を大切に

しているチームにとっては、とても助かる助成だった。同じような性質の助成制度を続けてもらえれる

と助かる団体がたくさんあると思う。 

・続いてくれると良い。 

〈こんなご意見も〉 

・行政の市民活動の助成事業は、事業の中身を十分に評価して補助金の使い道を判断できない。 
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もっと財団に頑張って欲しい！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ナショナルトラストの理念「一人の一万ポンドより一万人の一ポンド」を実現する寄附活動の拡大を

強化する必要がある。 

・活用しないのはもったいない。広報の強化を。 

・趣味の活動と地域課題につながる活動の境目が難しい。いかに自分たちの活動にとどまらず、地域に

広げてもらえるか申請時、審査後も追っていけるようになると良いかと思う。 

・審査方法が 2 段階から 1 段階になったことで、落選グループが減ったように思う。その分 1 団体あた

りの助成額が薄くなるので、助成対象とするかの議論を深めてもよかったのかも。 

・行政に批判的なグループも活動としての評価が高い場合はひろうような制度にしてほしい。 

・民間団体の専門性やつながりの重要性、厳しい現状を行政に伝え、行政の対等なパートナーとしての

位置づけを得られるような働きかけを担ってほしい。 

・トラまちにしかできない、空き家等地域貢献窓口などに取り組んでいただきたい。 

・今後の地域共生社会を創るために、市民と一緒に行政職員の教育プログラムを作って欲しい。 

〈こんなご意見も〉 

・世田谷区は東京都で最も人口が多い区ですから、もっと資金的に余裕があるはず。ふるさと納税によ

る資金を使いたい。 
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９.歴代ファンド助成グループ・アーカイブ 
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2024 年度日本都市計画学会賞 石川賞を受賞しました 

●授賞理由● 

(出典：日本都市計画学会ウェブサイトよりが https://www.cpij.or.jp/upload/file/2024.pdf) 

 

公益信託世田谷まちづくりファンドは、1992が 年、公益信託制度を用いて設立された基金であり、30が

年以上も継続して活動を続けてきた。当ファンドの応募件数は、30が年間（2022が 年まで）で延べが 1084が

件、助成件数はが 866が 件にのぼり、助成金総額は約が 2が 億が 3800が 万円、助成対象は延べが 433が グループ

と、市民主体のまちづくりとしての実績・成果は、全国的に見て極めて顕著である。 
 

特に高く評価される点として、ファンドの仕組みが単に資金を助成するだけではなく、世田谷トラ

ストまちづくりが活動を支援していること、行政と区民だけではなく、企業も寄付という形で参画す

る包括的な仕組みとなっていること、運営委員にファンドの卒業生が複数関与するようになっており、

自分たちが提案した活動の推進に留まらず、広くまち全体のまちづくりに関与しようという人財の発

掘・増加にも大いに寄与していることが挙げられる。いわば、我が国のまちづくりファンド、中間組織

のモデルとなったと評価できよう。 
 

近年、全国的に自治体の都市計画が大規模な再開発等に注力されることが多く、市民主体の地域に

根差した地道なまちづくり活動に対する公的な関与・支援の動きが、以前に比べて低下している状況に

ある。しかし、今後、時代のニーズに合わせて生活圏として再生を進めていく必要性が高まっている

今、地域に根差したまちづくり活動との連携・協働が必至である。そのためには、公益信託世田谷まち

づくりファンドによる市民主体のまちづくりへの継続的な支援活動の重要性・必要性・効果を広く社

会において再認識・共有することは、極めて重要である。 

日本都市計画学会賞は、公益社団法人日本都市計画学会が年１回、学術及び技術の進歩に貢献した論

文・計画・設計・事業等を対象に、学会賞を授与するものです。石川賞は、日本都市計画学会賞の中でも

都市計画の進歩・発展に顕著な貢献をした個人・団体に授与される賞です。 

世田谷トラストまちづくり、ファンド運営委員会、三井住友信託銀行、世田谷区との合同受賞となりま

した。 

●受賞内容● 

作品名： 

公益信託世田谷まちづくりファンド 

 

受賞者： 

世田谷まちづくりファンド運営委員会 

一般財団法人世田谷トラストまちづくり 

三井住友信託銀行 

世田谷区 
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公益信託世田谷まちづくりファンドは 2025 年に信託財産が終了しました。この間、多くの方々に運営

に協力いただき、多くの方々に活用されました。 

ファンド設定時に想定していた「まちづくり」は、この 30 年でその意味合いも大きくひろがりました。 

この 30 年は、常に「ファンドはどうあると良いのか？」「世田谷というまちに暮らす人たちのまちづく

りとは？」を運営委員のみなさまと考えて続けてきたと言えます。 

助成グループの継続調査を通じて、初期の頃を含めたグループが現在も地域で広く活躍されているこ

と、ファンドが 2世代・3 世代にわたりそれぞれの活動で活用されていることなど、ファンドがさまざま

な形でまちに波及していることがわかりました。また web アンケートからは、グループの多くがさまざ

まな運営課題を抱えながらも、社会への熱い想いを持って活動をされていることが伝わってきました。 

ファンドは、誰もが世田谷のまちのつくり手になれる助成事業です。ファンドによって芽吹いた活動を

支え、新たな種や芽をこれからも発掘していくために、世田谷トラストまちづくりでは、ファンドを継承

する形で、「世田谷トラストまちづくり活動助成事業」をスタートいたしました。複雑化する地域課題へ

の対応には多様な主体による支えあいが求められており、区民主体のまちづくり活動を促進し支援してい

くことは、区民が望む誰もが安心して快適に暮らせる地域共生のまちづくりに向けて今後も求められてい

ることです。 

今回のまとめからファンドが世田谷のまちづくりの新たな可能性をひらいてきたことを知っていただ

くとともに、当財団ではこの蓄積を活かして、新たな助成事業に関わる方々と試行錯誤しながら引き続き

進んでいきたいと思います。ご支援ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

最後に、総勢 75 名の運営委員のみなさま、事業運営を支えてくれたサポーターのみなさま、受託者で

ある三井住友信託銀行さま、世田谷区の関係所管のみなさま、ご寄附をいただいた多くのみなさま、そし

てファンドにチャレンジしてくれた全てのグループのみなさまに改めて感謝を申し上げます。 

さいごに 



 

 

世田谷トラストまちづくり活動助成事業への 

ご寄附のお願い 

 

世田谷トラストまちづくり活動助成事業の助成財源は、みなさまから寄附金によって

支えられています。当財団の「まちづくり活動基金」を通じて活用させていただきますの

で、世田谷の区民まちづくり活動へのご支援をお待ちしております。 

当財団への寄附は、公益財団法人への寄附金として、税制上の優遇を受けることができ 

ます。 

 

寄附の使用目的は 

「まちづくり活動助成事業（まちづくり活動基金）」

をお選びください。 

 

-寄附の方法-  

クレジットによる寄附はこちらへ 

そのほか、財団窓口や郵便振替・

銀行振込でも承っております。 

 

 

 

アーカイブ情報 

以下について、財団ホームページでご覧いただけます。 

 

公益信託世田谷まちづくりファンド  これまでの成果 

 

 

世田谷のまちづくり 50 年の年表 

展覧会が世田谷のまちと暮らしのチカラ 

～まちづくりの歩み 50年 

（2024.131-4.21）で作成した年表など 

展示内容をご紹介しています。 
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